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『十牛図』と C. R. ロジャーズ
―己事究明と“On Becoming a Person”の概念における
自己実現プロセスの比較研究―
中野ホフマン理見
１．研究の背景および本論文の目的
（1）研究の背景―禅と心理学
　本論文は、禅の思想を絵解きする廓庵『十牛図』と、人間性心理学を代表するカール・ロジャー
ズ（Carl Rogers, 1902-1987　以下ロジャーズ）の自己実現プロセスの比較研究が主題であるが、
この主題を一歩引いてパースペクティブに捉えた場合、禅と心理学およびサイコセラピーという
研究の背景を紹介する必要があると考えられる。
　近年、禅と心理学との比較研究は、禅と精神分析やユング心理学、または禅と人間性心理学や
トランスパーソナル心理学等の間で積極的に行われている。以下に若干の概要を述べる。
　まず、日本における禅と心理学研究は、1887年に哲学館（現在の東洋大学）を創立した井上
円了（1858-1919）が、1893年に「禅宗の心理」（1）を刊行し、彼の数多くの著作・講演活動に始まっ
た。また、1893年に帝国（東京）大学で「心理学・倫理学・論理学」第一講座の初代教授となっ
た元良勇次郎（1858-1912）は、ヴント（Wilhelm Wundt, 1832-1920）の考案した内観法を自
らの参禅体験に適用し、1895年に「参禅日誌」（2）を著した。その後、禅心理学は時代とともに様々
な経緯をたどり、1998年には、日本人間性心理学会から生じた仏教・心理学研究会主催による、「仏
教と心理学・心理療法の接点を考える集い」という会議が奈良・興福寺にて開かれた。1999年
には、花園大学国際禅学研究所のプロジェクトとして、日米仏教心理学会議（禅と深層心理学会
議）「禅と心理学の出会い」という国際会議が、さらに2006年には、花園大学主催で、“Buddhism 
and Psychotherapy 2006 Kyoto Conference”が開かれた（3）。また2008年には、深刻な心の荒
廃が指摘される現在の状況において、仏教と心理学に携わる研究者、臨床家、実践家らが協力し
合い、現代人のための新たな心の理解、癒し、救い、成長への道を模索することを目標とした日
本仏教心理学会が設立された（4）。
　一方、ヨーロッパにおいては、比較思想の分野を中心に、禅のみならずあらゆる種類の仏教思
想が捉えられてきた感がある。その中で、かなりの規模で仏教を西洋に紹介し、その心理学的意
義に注目した最初の西洋の心理学者は、いうまでもなくユング（Carl Jung, 1875-1961）である。
ユングはエラノス会議で鈴木大拙（1870-1966）と知己になり、後者の書物『禅仏教入門』（5）の
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ドイツ語訳への序文を寄せている。そして彼の創始した心理学は、枠組みに縛られずに多様な理
論的展開を遂げながら、仏教との対話の主なパートナーであり続けている（6）。
　また、アメリカにおける禅仏教の幕開けとなったのは、1893年にシカゴで行われた世界宗教
者会議である。この会議では、鈴木大拙の通訳で釈宋演（1860-1919）が懐疑的なキリスト教徒
に向かって初めて禅を紹介した。その後、禅への関心はごく限られた人々の間のものであったが、
鈴木大拙の英語での著書を通して種は蒔かれ続け、それが1960年代に大きな花を開いた。爆発
的な禅への関心を担ったのは、物質的な所有の量よりも人生の質に価値をおくヒッピーやスピリ
チュアルな求道者たちであった。彼らは、様々な西洋の伝統とは別の道を求めるカウンターカル
チャー（対抗文化）と呼ばれる運動を進めていた。このことは、禅が確立された文化であり、伝
統としっかり結びついている日本人には奇妙に思えるかもしれない。しかし、アメリカにおける
禅は、常に日本とは異なる観点から捉えられてきたことを理解しておくことは重要である。1960
年以降、禅への関心は次第に大学の研究者や心理学者などへと広まっていき、心理学の分野で最
初に関心をもったのは、人間性心理学やトランスパーソナル心理学と呼ばれる運動を担っている
人たちであった（7）。この動向は、“World Association for Person Centered & Experiential 
Psychotherapy & Counseling”（8）の季刊誌において、現在も伺われる。
　さらに『十牛図』においては、心理学の中でも様々なアプローチから研究の手がかりとされて
いる。代表的なものを挙げると、ユング派分析の後継者であった河合隼雄（1928-2007）の『ユ
ング心理学と仏教』（9）や、創造的な芸術療法などで知られる山中康裕（1941-）の『禅画牧牛図と
精神療法過程 /精神療法における仏教的救い』（10）などがあり、カリフォルニア州立大学の教授で
ユング派指導分析家でもある目幸黙僊（1928-）も、“Buddhism and Jungian Psychology”（11）
の中で『十牛図』の解説をしている。また、山田無文（1900-1988）の『十牛図－禅の悟りにい
たる十のプロセス』（12）は、“Lectures On The Ten Oxherding Pictures”（13）として英訳されてい
る。また、島根女子短期大学紀要における「十牛図とクライエント中心療法－禅とサイコセラピー
の比較研究」（14）や、花園大学心理カウンセリングセンター研究紀要における「心理療法と十牛 
図」（15）や、駒澤大学心理学論集における一連の研究である「仏教におけるイメージの研究」（16）な
ども挙げられる。
　以上に研究の背景を概括的に述べたが、禅と心理学およびサイコセラピーにおける比較研究は、
非常に多面的な視野を含むものであることが伺われ、近年において、より国際的に発展している
分野であると考えられる。
（2）本論文の目的
　本論文の目的は、悟りまたは自己実現の欲求過程を、すべての人間に可能性として宿されてい
る根源的な体験と捉え、禅の人間観と心身論を絵解きしている廓庵『十牛図』と、人間性心理学
を代表するロジャーズの「十分に機能する人間」における自己実現のプロセスを比較研究するこ
とである。両者において、多くの共通性が存在することを仮説とするが、特に、家郷に到り得た
こと自体が当の自己にとって大きな出来事である（17）第七図「忘牛存人」から、下化衆生、また
は人為と善意の先にある痴聖の遊化（18）ともみられる第十図「入鄽垂手」の過程において、「人牛
倶忘」の飛躍的な展開（自己ならざる自己（19）への展開）は、非常に東洋的で独創的な思想であ
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ると考えられる。ゆえに、この過程がはたしてロジャーズのプロセスと一致するかどうか、先行
研究の追試や、様々な文献を参照しながら明確化する。
　昨今では、書店の棚を見上げると、多くの自己啓発本やノウハウ本が連なっているように感じ
られる。また、インターネットの普及により、内容の妥当性や信頼性にもとづくことを置き去り
にして、単に「自己実現」と検索しただけで膨大な結果が現れる。では、なぜ人々は自己実現を
求めるのだろうか。自分らしく生きるために、なぜノウハウ本が必要なのか。現代人は、相反す
る価値が共存する環境の中で、どうにかして正解を求めようと葛藤している傾向にあるのではな
いか。また、社会全体が不透明であるにもかかわらず、常に正解や意思決定を求められるという、
現代社会の環境自体がアンビバレントであるとも考えられる。ゆえに、今一つ原点に返って、「真
の自己」の自覚的現生を十の境位に分けて図示した（20）『十牛図』と、「自己が真にあるがままの
自己であるということ」のプロセスを提唱するロジャーズの理論において、私たちのほんとうの
あり方や、自己実現のプロセスの本質を追及する必要性もあるのではないかと考えられる。
２．自己実現プロセスの比較研究
（1）両者における有機体への信頼と気づきの必然性
　廓庵『十牛図』の冒頭においては、すべての人々の身体の中に無位の真人（21）（真の自己）とい
うものが生まれながらにあると述べられている。ここですでに廓庵『十牛図』の結果が肯定的に
示されているのだが、一方では迷えば凡夫にもなるし、悟れば直ちに仏にもなれる（22）とも述べ
られている。ロジャーズの人間観においては、彼の自己理論や実現傾向の概念からも伺われるよ
うに、クライエントを独立の人格として尊重し、信頼を示し、一貫して理解と受容とにつとめる
とき、異常行動にでるような人や、その他の不適応者であっても、positiveな方向に動き出すよ
うに思われると述べられている。つまり、人間そのものの性質のなかに、人間は可能性を実現さ
せるための「動く性質」があると述べられている（23）。ゆえに、両者において、人間への揺るぎ
ない信頼性の存在が認識され、人間の中核には本来的に信頼できる「何か」があるという前提が
なされている（24）。また廓庵『十牛図』には、迷いと悟りのどちらを選ぶかという、読み手の自
発的な動きを信じながら待つという態度が伺われる。そしてロジャーズが提唱するクライエント
中心療法やパーソンセンタードの根本的な姿勢は、セラピストの意図的な態度ではなく、クライ
エント自身の反応や体験を尊重することにあり、クライエントの自発的であるがままのプロセス
を受け入れるというスタンスである。ゆえに、両者において、人間に対する信頼性を基本とした
「ひとりでにでる動き」（25）を尊重する態度が存在すると考えられる。
　廓庵『十牛図』には、各段階において気づくことへの重要性が凝縮されている。これらの気づ
きは、まさに自己の体験と葛藤から直接的に自覚される突破口である。ロジャーズの自己実現の
プロセスにおいても、自己に対する気づきや葛藤と並行して自己構造や認識が変化されていくの
である。つまり、流動変化しつつある経験のプロセスを、当人がそのままに受け容れるとき、そ
の人は新たな展開をするのである（26）。両者のプロセスにおいて、自己と自己をとりまくあらゆ
る世界のあり方に気づくことは必然的なものであり、この気づきが発生しなければプロセス自体
も起動しないと考えられる。ゆえに、両者における自己実現のプロセスの基本的なスタンスは、
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人間の内からの発動に着眼し、その発動のままに生きることを目指している（27）と考えられる。
　一方、廓庵『十牛図』においては様々な経典や教えを道標にする場合もあるが、基本的には一
人で葛藤しながら解決していく過程が一貫して展開される。自己実現へ向かう同行者は自分であ
り、当事者以外は存在しない。この点については、禅語の「門より入る者は家珍に非ず」に代表
されるような修行という根本的な姿勢が伺われる。つまり、修行という立場において、徹底して
一人にさせ、自ら湧き出るものを十分に体験させることを目的としていると考えられる。ロジャー
ズの自己実現のプロセスにおいては、クライエントの主観的で自発的な体験を最も重要な点とし
ているが、セラピストの態度が定義され、セラピストの存在と純粋培養と呼ばれるようなセラピー
の場（28）が前提となっている。つまりセラピストは、クライエントの内側からの十分な体験をサ
ポートする同行者であると考えられる。この点については、キリスト教の牧師のあるべき姿と類
似している部分があり、ロジャーズが成長してきた背景にあるキリスト教の影響が垣間見られる
のではないかと考えられる。この両者におけるアプローチの違いは非常に興味深い点であり、禅
とキリスト教の人間観の違いや、禅の思想を強調する仏教心理学と従来の西洋心理学との間にも
発見できるのではないかと考えられるが、詳細における比較研究は今後の課題としたい。
（2）図における比較
　次に、概観的に両者の展開を示す目的において、ある意味抽象的ともいえるロジャーズのプロ
セスをできるだけ具体的にピクトグラム化し、段階順に対比させたものが以下の図1である。重
要な点は、両者のプロセスは非常に流動的な概念において表現されていることである。ゆえに、
両者のプロセスが比較される場合にも、それぞれの段階の間に無数の段階が存在することを常に
想定するべきであり、固定的なブロックとして対比させるべきではないと考えられる。
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（3）自己実現プロセスの段階的比較
　まず、両者間のプロセスの比較考察において重要な点は、廓庵『十牛図』の牧人と牛が、ロジャー
ズのプロセスにおいて何にあたるのかを同定することである。『十牛図』の牧人は、ロジャーズ
のプロセスにおいても「人」と同定されて問題はないと考えられる。『十牛図』の牛に相当する
ものは、ロジャーズのプロセスにおいては「仮面」というメタファーで述べられている偽物の自
己、または自分で気づいていない自己のあり方や、新しい自己への気づきを介した体験から生じ
る様々な感情と自己認識であると考えられる。第二の点は、両者のプロセスが非常に流動的な概
念において表現されていることである。つまり、それぞれの段階はきっちりと区切られてその状
態が存在するのではなく、常に流れているプロセスなのである。ゆえに、両者のプロセスが比較
される場合にも、それぞれの段階の間に無数の段階が存在することを常に想定するべきであると
考えられる。第三の点は、自己実現の概念において、様々な禅僧によって解釈の異なる『牧牛図』
が存在することと、ロジャーズ自身においても、パーソナリティが変化するプロセスや変化の種
類は一つとは限らないと述べられていることである（29）。加えて、両者の思想は自己の独創性を
促進し、それぞれの根源的な本性を徹見することの重要性を提示している。ゆえに、比較考察に
おいても、多種多様で独創的な解釈が存在すると考えられるが、自らにその類似と相違を明らか
にし、それを通して自己自身の思想を確立する営み（30）そのものをが、取りわけ重要な点ではな
いかと考えられる。
　廓庵『十牛図』第一の「尋牛」においては、登場する牧人は牛（真の自己）を失くしてしまっ
たことに気づき（31）、家郷を離れて牛を探す旅に出ている。ロジャーズの第一段階では、人が仮
面に気づくことへの重要性は示されているが、その当人は未だその仮面（偽の役割）に気づいて
いない状態であり、自分の中のギャップに気づいていない状況が存在する（32）。以上のことから、
ロジャーズの第一段階は、第一の「尋牛」よりも一歩手前に位置し、未だ自己実現の旅には出て
いない状態であると考えられる。
　第二の「見跡」では、さまよいつつも真の自己を見つけるための手がかりに気づいた段階であ
る。ロジャーズの第二段階は、「感情を体験すること」が重要なテーマであり、起こり得る様々
な情動を手がかりとして、非常に大雑把な状態ではあるが、その中に未知の自己を垣間見ること
が可能になってくる状態である（33）。第二の「見跡」とロジャーズの第二段階は、自己を見つけ
るための手がかりが発見されるという共通点において、類似した段階であると考えられる。しか
し一方では、第一の「尋牛」における牧人の不安定な感情の沸起と、ロジャーズの第二段階にお
ける情動的な感情の体験は、感情という軸をもって共通するものがあり、両者において未知の自
己に対する迷いや恐れなどの複雑な感情が湧き出る状態であると考えられる。ゆえに、ロジャー
ズの第二段階は、第一の「尋牛」と第二の「見跡」の間の段階である可能性も考えられる。
　第三の「見牛」では、牛の後半身だけが発見され、真の自己を具体的に一瞬相見される段階で
ある。そして、生命体の感覚器官を精一杯活動することの重要性が説かれている（34）。ロジャー
ズの第三段階は、体験の流れの中に、ある型や根本的な秩序が存在することを発見する段階であ
り（35）、その体験の中の矛盾に気づき、それを認めるようにもなる（36）。つまり、この段階では仮
面の背後に何が存在するのか、より具体的に探究され始める段階である。以上のことから、牛を
「仮面の背後にある何か」と解釈した場合は、両者のプロセスにおける主意は非常に類似した内
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容になっていると考えられる。
　第四の「得牛」では、真の自己を獲得するが、自己と真の自己の間には緊張と葛藤が存在し、
まさに自分との戦いの段階が表されている（37）。同時に、他者や他物に対しての共感と忍耐を学
ぶ段階でもある。ロジャーズの第四段階は、物事をありのままに受け取れるようになり、新しい
自分を防御または無視することを辞めはじめる（38）。そして、「体験に開かれる」状態であるゆえに、
自己と体験の不一致についての関心と恐れが同時に抱かれる状態でもある（39）。「得牛」において
は、ロジャーズのように物事をありのままに受け取れる状態というよりも、むしろその前段階の
葛藤が強調されているのではないかと考えられる。また、ロジャーズの記述においては、修行と
いう立場において、自分との戦いという状況を強調する部分はみられない。しかし、クライエン
トにおける自分との戦い（不一致に対する恐れや葛藤）は十分存在すると考えられる。「得牛」
の境地とクライエントの内的葛藤状態をパラレルに追及した場合、ボーダーラインや総合失調症
などのクライエントの過酷な治療過程を例に挙げることもできる（40）。また、体験に開かれると
いうことは防御の逆の状態であると捉えた場合、積極的に対敵しようとする勇気の存在も考えら
れる。ゆえに、両者のプロセスには部分的に類似した主意が含まれるが、ロジャーズの第四段階
は、第四の「得牛」よりも若干先に位置する段階であると考えられる。
　第五の「牧牛」は、獲得した牛を飼い馴らす問題を提示している。周りの物事をありのままに
受け入れられる状態であると同時に、悟りの「自己化」（41）を考え始める段階である。ロジャーズ
の第五段階は、「自己の生命体への信頼」が芽生えてくる状態であり、本当の自分でいたいとい
う願望が増してくる状態である（42）。自分の体験に開かれるようになると、自分の生命体が信頼
し得るものであると認識できるようになるのである（43）。この第五の「牧牛」において、周りの
物事をありのままに受け入れられるという状態は、ロジャーズの第四段階に類似しているとも考
えられる。また、第五の「牧牛」に説明される悟りの自己化という問題と、ロジャーズの第五段
階における自己の生命体への信頼の主意を比較すると、価値や判断をより独創的なものへと昇華
させようとする傾向が、両者において存在すると考えられる。ゆえに、第五の「牧牛」の段階は、
ロジャーズの第四と第五段階のほぼ両方に当てはまる可能性が存在すると考えられる。
　第六の「騎牛帰家」では、牛を導くとか牛に導かれるとか、そのような観念は存在せず、本来
からあった真の自己が主体となり、牛と牧人の一体化が存在する（44）。また、この自己が統一調
和された段階では、未開拓であった不安定な両義性が生命の根源的なリズムへと変化していくの
である（45）。ロジャーズの第六段階では、「評価の源泉が自分自身にあるということ」を認識でき
る状態である。自分のある部分を主観的に生きられるようになり、それに伴った生理的解放が存
在すると同時に、体験しつつある瞬間（in the experiencing moment）の中に自己を置くように
なる。そして、個人的構成概念の域組から解放されるのを感じられるようになる段階である（46）。
あるがままの自己を享受できる状態に至ったという点や、自己の局面を主観的に生きられる状態
であるという点において、 両者のプロセスには共通する主意が存在すると考えられる。一方、第
六の「騎牛帰家」では、ロジャーズにおける「体験しつつある瞬間（in the experiencing moment）」
という時間的観念については述べられていないが、牛に乗って楽しそうに笛を吹く牧人と、その
音色に相通している牛の有様には、そのニュアンスは存在すると考えられる。
　第七の「忘牛存人」は、真の自己への帰家を主題とする。牧人の中に牛が消えた状態であり、
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真の意味での両者間の完全なる一致が示される（47）。人牛一如の境地であり、前段階まであった
牛（真の自己）というメタファーの必要性は存在しない。ゆえに、ロジャーズの第六段階に提示
される「評価の源泉が自分自身にあるということ」が完全に実践されるのは、この第七の「忘牛
存人」において可能になると考えられる。ロジャーズの第七段階は、彼のプロセスにおいて最終
的に提示される段階である。この最終段階では、自分自身が一つの完成された結果ではなく、周
囲実存的な物事を生成の流れとして受け入れていくことがどういうことなのか、個人的に表現さ
れる状態である。つまり、自分は固定された実体ではなく、この生成のプロセスそのものであろ
うとすることが認識される状態である。そして、人間は一定量の特性などではなく、絶えず変化
し続ける可能性の布置（constellation）であるとも述べられている（48）。この第七の「忘牛存人」
においては、ロジャーズの第七段階で述べられているような無常の観念は提示されていない。廓
庵『十牛図』において無常の観念が提示されるのは、第八の「人牛倶忘」を介した第九の「返本
還源」の段階である。
　第八の「人牛倶忘」では、一円相における「絶対無」の概念が提示される。この一円相で表さ
れる絶対無の状態は、絶対（対立を絶する）である理由から、有でもなく無でもないと同時に、
有でもあるし無でもあると考えられる。つまり、絶対否定は絶対肯定なのである（49）。ゆえに、
実際この一円相の中は何も描かれていない無の状態であるが、同時に、この中には世界の一切の
ものが肯定された状態で描かれているとも考えられる。ロジャーズのプロセスにおいては、彼の
トランスパーソナリズムに対する肯定的な態度（50）から推察されるように、第六と第七段階の間
（最終段階の直前）において、何らかの自己超越的なプロセスが観取された可能性は考えられるが、
「人牛倶忘」に相当するような明確な自己超越の瞬間を提示する段階は存在しないと考えられる。
　第九の「返本還源」で提示される無常の世界観（51）では、環境を含めた心身一体の意識を「プ
ロセスであろうとすること」とするロジャーズの最終段階の概念でも提示されており、両者の主
意は非常に類似した内容であると考えられる。しかし、第九の「返本還源」に提示される無常の
概念は、第八の「人牛倶忘」と一対の関係にある無我性（52）を基本としていると考えられる。つ
まり、究極の事実において、ありのままの自然を見る目をもって世界を認識する自己とは、「人
牛倶忘」を介して蘇生した自己であり、その自己のあり方が「返本還源」であると考えられる（53）。
ロジャーズのスタンスは、あくまでも自己が存在する二元的立場の見方であり、「返本還源」に
あるような無我性の概念は存在しないと考えられる。
　第十の「入鄽垂手」では、第八の「人牛倶忘」から蘇生し、第九の「返本還源」をも超えた後
の、悟りに至った自己の現実的なあり方が提示されている。図の中の二人の人物に象徴されるよ
うに、自己とは、他者との関係性の中で動的に変化しながら創造されるものであることが示され
ている。ゆえに、第七の「忘牛存人」における自己一致に到達した自己と、第十の「入鄽垂手」
における現実社会の中の自己超越した自己は、そのあり方において明確な違いが存在すると考え
られる（54）。そして、ロジャーズのプロセスにおいては、第七の「忘牛存人」における自己一致
に相当する自己実現の概念は存在するが、第十の「入鄽垂手」に相当する自己実現の段階は、明
確に提示されていないと考えられる。
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３．まとめ
　ロジャーズの自己実現プロセスにおいては、“On Becoming a Person”という概念に則って、
第六段階の「評価の源泉が自分自身にある」と感じられる状態に重要な節目が設定されている。
そして、第七段階を「プロセスであろうとする」状態とし、自己実現過程の最終段階とされてい
る。また、ロジャーズのトランスパーソナリズムに対する見解においては、その方向性や可能性
が肯定的に提示されている。ゆえに、ロジャーズ自身は、常に心身と環境の一体を意識する彼の
所見において、非常にトランスパーソナルな思想をもった人物であったのではないかとも考えら
れる。しかし、ロジャーズの自己実現プロセスの論説においては、自己超越性の詳細や、その明
確な段階的記述は述べられていないと考えられる。一方、ロジャーズの概念の多くは、東洋と西
洋の分水嶺の橋渡し役を務めている（55）。例えば、人を操作せず、そのままに受け容れて、自発
的な動きを信じて待つというスピリットは非常に東洋的であると考えられる（56）。さらに、ロ
ジャーズの理論では、クライエントが十分に体験できるよう援助するセラピストの存在を重要視
しているが、最も重要な点は、クライエントが「ひとり」で自分自身のうちなる声を聴いていく
主観的体験を味わいさせることであると考えられる。この体験を通して、人は真に自分らしい自
分になっていくのである（57）。ゆえに、このあくまでも「体験」を基本としながら自己をみつめ
ていくプロセスは、『十牛図』の主題でもある「己事究明」と非常に類似した概念であると考え
られる。
　廓庵『十牛図』においては、第七の「忘牛存人」の必然性を介して、大乗仏教の「色即是空　
空即是色」に代表されるような、第八の「人牛倶忘」と第九の「返本還源」が一つ目の自己実現
の段階と考えられる。さらに、その自己超越的な境地が現実的なレベルとして提示された第十の
「入鄽垂手」は、二つ目の自己実現の段階と考えられる。この「入鄽垂手」で示される自己は、
現実的な人間社会という空間における、二元的な対立を超えた自己というあり方であると考えら
れる。つまり、その自己は他者と固定的に閉じられたものではなく、相即相入して一如となる（58）
状態であり、動的に変化しながら創造されるものであると考えられる。そして、この自己のあり
方は、「入鄽垂手」からまた第一の「尋牛」へとループされるのである（59）。ゆえに、廓庵『十牛図』
における自己実現とは、この回転する動的な繰り返しである、人間存在のプロセス自体が自己実
現であるとも考えられる。以上のように、まず、自己を含めたすべてを捨てることが可能になる
究極の意識に到達し、その悟りの後に現実の世界に戻り、さらに原初にたち返るという概念は、
ロジャーズの自己実現プロセスには存在しないと考えられる。
　廓庵『十牛図』第十の「入鄽垂手」における、悟った時点のナルシシズムを超えるべき人間の
あり方は、現在においても非常にラディカルで先進的な思想であると考えられる。このことは、
トランスパーソナル心理学を代表するウィルバー（Kenneth Wilber, 1949-）の意識変容論（60）の
中に、相通じる概念が存在すると考えられるが、両者の比較考察については今後の課題にしたい。
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